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私の研究活動のスタート

中京大学大学院 1975年4月～1977年3月



主任教授
朝比奈一男先生

湯浅景元先生福永哲夫先生

修士論文のテーマを与えてくれた先生方

中京大学大学院運動生理学研究室



研究チーム編成の重要性を知る

カナダ・ケベック 1976年 体力医学会 伊勢 1975年



日本体育学会東海支部会
（1976年）

手書きの発表抄録



修士論文（1977年）



方法と結果



国士舘大学体育学部に助手として奉職（1977年4月～）



東京大学福永研究グループでの活動
（1980年～）

超音波断層法による体肢組織量の測定



福永グループ身体組成チーム（1981年頃）

石田良恵先生
（女子美術大学）

近藤正勝先生
（日本大学）

池川繁樹先生
（当時:日本女子大学）



超音波画像のトレース
（福永先生からのラブレター：返信期日指定）

国士舘大学体育学部
角田宛

親 展



プラニメーターによる断面積測定



インクリボンプリンターで出力したデータ



スポーツ選手の大腿四頭筋断面積と膝伸展筋力との関係

ISB (waterloo,CANADA,1983) 発表 体力科学,35(4),1986



カナダ・McMaster大学での研究活動(1985～1986年)

Dr.SaleDr.MacDougall Dr.Bar-Or Dr.Blimkie



筋繊維組成と筋出力特性の関係

Muscle Biopsyを体験

Eur. J. Appl. Physiol Vol.66, 1993
N.Tsunoda et. al.

Eur. J. Appl. Physiol Vol.66, 1993
F.O'Hagan et. al.



超音波断層法からMRIへ（1998年～）

超音波法 MRI法

大腿部
横断面像



国士舘大学大学院スポーツ・システム研究科
身体運動学研究室の研究活動（2001年～）



発育・発達とトレーニング

筋形態と筋機能の測定

スポーツパフォーマンスを探る

★

★ スポーツ動作の解析



発育・発達に関する研究

スピードスケート

Young investigators award 

8th ECSS

3rd prize



スピードメーターを用いた

ストロークスピードの測定

熊川と角田 トレーニング科学 18(3), 2006



Kumagawa D, Tanaka S, Takahashi Y and Tsunoda N. (2009), The growth 

and development of lower limb muscle size and anaerobic power generation 

capacity in male sprint and long-distance speed skaters. 14th ECSS, Oslo

Kumagawa D, Tsunoda N (2008),Muscle structural changes due to one year 

training in Japanese junior speed skaters. 13th ECSS, Estril

Kumagawa D, Tsunoda N (2007), Effects of growth and development to the 

relationships between body fat, muscle mass, anaerobic power production 

capacity and skating performance in Japanese junior speed skaters. 12th 

ECSS, Jyväskylä

Kumagawa D, Tsunoda N (2006), Biological growth and development for 

skating performance, thigh muscle structure and function in male and 

female Japanese speed skaters. 11th ECSS, Lausanne

Kumagawa D, Tsunoda N (2005), Gender differences of muscle size and 

muscle function in sprinter, middle and long distance speed skater. 10th 

ECSS, Belgrade

Kumagawa D, Tanaka S, Kumagawa T, Aoba T, Tsunoda N (2004), 

Reflection of muscle size and sliding movement velocity to skating 

performance in male teenager speed skaters. 9th ECSS, Clermont-Ferrand

Kumagawa D, Tanaka S, Kumagawa T, Tsunoda N (2003), Effects of 

muscle structure and function due to growth and development on skating 

performance in male and female speed skaters. 8th ECSS, Salzburg

スピードスケートに関する
国際学会報告

群馬県スケート連盟への医科学
サポートを10年継続



発育・発達に関する研究

サッカー

スピードメーターを用いた

蹴球スピードの測定

ECSS 2007 2006



年代別にみたスイング速度とボール速度の関係 年代別にみたスイング速度とボール飛距離の関係

手島貴範、角田直也．発育発達研究46(1)



発育・発達に関する研究
野球（投能力）





野球選手の筋形態 特異的な筋の発達部位

上腕部（投球腕） 右広背筋 左外腹斜筋 踏出脚大腿部



Motor performance:

Baseball players (Throwing movement)

Soccer players (Kicking movement)

Maximal kicked ball velocity

5m

5m

Radar gun

Maximal pitched ball 

velocity
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筋厚測定法の現在

画像プリント Trance PODによる画像取り込み



年に一度はヨーロッパへ！

10th ECSS ベオグラード セルビア8TH ECSS ザルツブルグ オーストリア

11TH ECSS ローザンヌ スイス サンタクロース村，ロバニエミ フィンランド



石田良恵（女子美術大学）

沢井史穂（女子美術大学）

宮崎光次（桜美林大学）

堀川浩之（昭和大学）

弓桁亮介（昭和大学）

安田康晴（京都橘大学）

ほか

学外共同研究者・論文著者

福永哲夫（鹿屋体育大学）

金久博昭（鹿屋体育大学）

久保啓太郎（東京大学）

池川繁樹（十文字学園女子大学）

矢田秀昭（和光大学）

近藤正勝（日本大学）



須藤明治（体育学部准教授）

熊川大介（大学院スポーツ・システム研究科助手）

田中重陽（大学院スポーツ・システム研究科助手）

手島貴範（大学院スポーツ・システム研究科研究生）

池袋敏博（体育学部体育研究所 特別研究員）

高橋佑輔（体育学部教務助手） ほか

学内共同研究者・論文著者

院生 博士課程 3年生：2名
2年生：2名

修士課程 2年生：17名
1年生：9名



・スポーツ選手の筋腱における力学特性を探る
（東京大学 久保啓太郎先生との共同研究）

・自転車駆動パワーの発揮特性を探る
・体幹の筋形態と機能特性との関わりを探る

・武道を科学する
・救急救命活動時の筋活動を探る

・東京都ジュニアスポーツ選手の医科学サポート
・本学のスポーツクラブの医科学サポート

現在の身体運動学研究室の取組み



A : 諦めない

I : いい加減にならない

D : だらけない

S : 信じられなくならない

こころの “ A I D S ” を防ごう！！

身体運動学研究室の標語

いつも明るく、楽しく




